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第 10 回 事業経営と相続・贈与税 
 

（対数と指数） 
 

 
会計と経営のブラッシュアップ 

平成 26 年 6 月 2 日 
山内公認会計士事務所 

 
本レジュメは、相続税法とその通達及び次の各書を参考にさせていただいて作成した。 
(取引相場のない株式の税務 森富幸著 2008.10 日本評論社刊)(時価評価と実務 辻・本郷税理士法人編 H21.9 税務経理協会刊) 

(事業承継対策の実務 Q＆A 小谷野公認会計士事務所著 2010.12 セルバ出版刊)(ゼロからの民法入門 近江幸治著 2012.2 成文堂刊)  
 
Ⅰ．相続税改正の概要（H27.1.1 以後の相続等） 
 

 

１． 見直しの背景 

(1) 最高税率の引上げ等 

 最高税率 50％→55％ 

 基礎控除 現行の 60％ 

  定額控除 5,000 万円→3,000 万円 

  相続人数控除 600 万円×n 人 
 

(2) 相続税課税 

 死亡者の約 4％と少数 

 地価と基礎控除のアンバランス 
 

(3) 地価の変化と基礎控除 

 （全国平均） 

 S58(100%) ― H3(200%) ― H24(85%) 

 （三大商業地） 

 S58(100%) ― H3(337%) ― H24(50%) 

 2,000 万円＋400n 万円 ― 4,800 万円＋950n 万円（現在、5,000＋500n）万円 

 最高税率 75％ ― 70％ （現在 50％） 
 

(4) その他 

① 未成年者控除 20 歳までの 1 年 6 万円→10 万円 

② 障害者控除 85 歳までの 1 年 6 万円→10 万円 （特別障害者は 2 倍） 

③ 小規模住宅の特例見直し  改正前上限 240 ㎡→330 ㎡等 

 

本レジュメはブラッシュアップ日迄にホームページに up してあります 

http://yamauchi-cpa.net/index.html   
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２． 事業承継税制 平成 27 年 1 月 1 日以後（改正後） 

世界の事業承継税制のしくみ 
 

下記の国以外は相続税（無税又は所得税対応）はない 
 

国名 相続税の基礎控除 
非上場株式の 

評価軽減割合 

雇用要件 

勤務期間 

雇用要件の 

評価方法 

雇用要件未達成 

時の部分納付 

免除まで 

の期間 

先代の 

役員継続 

親族 

外承継 

最高 

税率 

日本 
5,000 万円＋ 

1,000 万円×法定相続人数 
80％軽減 5 年 

平均

80％ 

× 

(全 額 一 括 納 付 ) 

後継者死 

亡等まで 

代表権

なし○ 
○ 

％ 

55 

ドイツ 

配偶者：5,100 万円 

(50 万ユーロ) 

子：4,080 万円 

(40 万ユーロ) 

85％軽減 5 年 

○ 

(平均 80％) 

小規模企業 

は要件免除 

○ 5 年 ○ ○ 45 

フランス 

配偶者：免除 

子：1,625 万円 

(159,325 ユーロ) 

75％軽減 なし ― ― 4 年 ○ ○ 40 

イギリス 

配偶者：免除 

基礎控除：4,128 万円 

(32.5 万ポンド) 

100％軽減 なし ― ― 即時 ○ ○ 40 

アメリカ 5 億円（500 万ドル） ― ― ― ― ― ― ― 35 

（出所）経済産業省資料等 
 

事業承継税制の主な改正点（平成 25.4.1 以降） 
 

区 分 改正前 改正後 

経済産業大臣の確認 事前確認 廃止 

相続の開始又は贈与 

経済産業大臣の認定 【後継者】 

 先代経営者の親族 

 

親族以外も可 

 （贈与の場合） 

 役員を退任 

 

代表権を持たない役員は可 

申告・納付期限 【納税猶予額の計算】 

株式から債務等を控除 

 

株式以外から債務等を控除 

納税猶予期間 【納税猶予の取消事由】 

5年間毎年雇用の 8割維持 

 

5 年平均で 8割維持 

 【一部取消等の場合の利子税等】 

取消部分の相続税等を金銭納付 

 

延納・物納で選択可 

承継 5 年超で 5 年間の利子税免除 

 利子割合 2.1％ 利子割合 0.9％ 

（特例基準割合 2％の場合） 

 【贈与税の場合】 

先代に対する給与なし 

 

廃止 

 【資産保有会社等の判定】 

常時使用する従業員数 5人 

 

5 人には後継者と生計を一にする親族を含めないで計算 

 商品の販売、貸付等 後継者の同族関係者に対する貸付を除 外 

 取消事由の総収入金額「0」 総収入金額から営業外収益、特別利益を除外 
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事業承継税制は相続税の中の一項目である。25 年度に大幅な改正が行われた

が、まだ充分ではない。世界中で相続税が存在するのが次の 5 か国にすぎない

こと、その中で日本の最高税率が最も高いことを考えると、税率の低減又は相

続税自体の廃止が必要である。但し、相続税のない各国は、所得税で対応して

いる国もあると思われる。 

 

 

わが国企業の大半を占める中小企業は、地域経済の活性化、雇用の確保などに

大きく貢献しており、経済の根幹を支える重要な存在である。その中小企業が

相続税の負担により事業が存続できなくなることは、日本経済の大きな損失で

ある。従って、他国と比較して合理的な事業承継税制が必要である。 
 
 
「難しいマクロ経済学は必要ない。 
 要は“3500 万円持って死んでいくことが本当に幸せなのか”と 
 資産リッチな高齢世代が自分自身に問いかけたくなるような 
 政策にすることが大切なのだ」 
 

アベノミクスよりすごい景気対策がある 
「お金を使ったら人生は 

豊かになるし、子供や孫からも 
感謝される」という方向へ 

（日本の論点 大前研一著 2013.10 プレジデント社刊） 
 
 

 法人組織と個人事業で次のような比較をして、法人有利という理屈もあるが、

課税の生じる個人企業の例は少ないと思われる。（アパート経営などは別） 
 

 承継財産  財産原価  退職金  法人税等控除  類似評価  財産評価 
            
法人株式 120  △30  △10  △8  △12  60 

(うち評価益 20)      (仮に 80％)  
        

 80  △30  △10  ―  ―  40 
(うち評価損 20)          

            
            
個人企業 120  30  0  0  0  90 
            
 80  △30  ―  ―  ―  50 
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３． 特定居住用小規模宅地等の特例の改正 
 

宅地等の利用区分  限度面積  同左改正後  減額割合 

  ㎡  ㎡  ％ 

①被相続人等の事業用   400   400   80 

       

②  〃   特定同族会社事業用   400   400   80 

       

③  〃   貸付事業用 

       （一定法人） 

  200   200   50 

       

④  〃   貸付事業用   200   200   50 

       

⑤  〃   居住用   240   330   80 

 

 

４． 相続時精算課税の適用対象者の範囲の拡充 
 

 

  改正前  改正後 

     

贈与者  65 歳以上の直系尊属  60 歳以上へ改正 

     

受贈者  20 歳以上の推定相続人  推定相続人及び孫へ改正 

 

 

 

 

５． 相続した非上場株式を発行会社に譲渡した場合の特例 

 配当所得から譲渡所得の申告の選択が可能（届出書必要）
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６． 贈与税の改正 

(1) 最高税率等の引上げ 

 1,000 万円以下   →同左 

 1,000 万円以下 40％→40％ 

 1,500 万円以下 50％→45％ 

 1,500 万円超  50％→45％ 

 1,500 万円超  50％→50％ 

 3,000 万円超  50％→55％ 
 

(2) 20 歳以上の子や孫への贈与の税率 

 20 歳以上の子や孫への贈与の税率 

 （贈与者 65 歳以上→60 歳以上） 

 一般  1,000 万円超 50％ 

 子供等 1,000～1,500 万円 40％ 

     1,000 万円以下の税率も低減 
 

(3) 教育資金の一括贈与の非課税 

 H25.4.1～27.12.31 の 3 年間 

 金融機関等へ教育資金の一括拠出 

 （子、孫ごとに 1,500 万円を非課税とする） 

 30 歳までに使い残しがあれば、贈与税を課税
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社会構造の推移 

 

 
 

 
 

(以上、財務省広報資料を基に編集) 



6 

 

 

２．相続税、贈与税の要約 
 

(相続税) 
 

１． 納税義務者 
 

(1) 相続、遺贈により財産を取得した個人 

(2) 相続時精算課税の適用を受ける贈与により財産を取得した個人 

(3) 無制限納税義務者（国内に住所を有する者、日本国籍を有する者） 

(4) 個人とみなされる人格のない社団等 

(5) 個人とみなされる信託の受託法人 
 

 

２． みなし相続財産等 
 

(1) 生命保険金・損害賠償金（死亡） 

 被相続人が負担した保険料等に対応する部分 

(2) 退職手当金 

(3) 生命保険契約等に関する権利 

(4) 定期金に関する権利 

(5) 定額譲受、債務免除等 
 

 

３． 非課税財産 
 

(1) 墓所・祭具等 

(2) 公益を行う者が相続等により取得した財産 

(3) 生命保険金等 

 500 万円×法定相続人数の限度内 

(4) 死亡退職金等 

 (3)と同じ 
 

 

４． 債務控除 
 

(1) 債務及び公租公課 

(2) 葬式費用 

① 葬儀、香典返礼費用 

② 墓碑、墓地の購入費用等 

③ 法事に要する費用 

④ 医学上等の特別の処置費用 

⑤ 社葬等の費用 
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５． 遺産にかかる基礎控除 
 

(1) 基礎控除 5,000 万円 

(2) 法定相続人数控除 1,000 万円×法定相続人の数 
 

 

６． 相続税額の加算 
 

 

７． 相続開始前 3年以内贈与 
 

 

８． 配偶者に対する相続税の軽減 
 

① 法定相続分相当額又は 1 億 6 千万円のいずれか多い金額 

② 申告期限から 3 年内の分割も可 

③ やむを得ない事情があるときは、税務署長の承認を受けて、分割でき

ることとなった日から4ヶ月以内に軽減の適用を受けることができる。 

④ 隠蔽・仮装の場合の不適用 
 

 

９． 相次相続控除 
 

10 年内に 2 回の相続が発生の場合 

前回の相続税額の一定割合相当額に、10 年に対する経過年数を乗じた額が

今回の相続税額から控除される。 

 

今回の相続財産にかかわりなく、10 年内残存年数割合分（前回税額 100

百万円で 3 年経過なら 70 百万円が控除できる）が各相続人の今回の税額

から単純に控除できる。 
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① 相次相続控除の算式 

 各相続人の相次相続控除額 ＝ Ａ × 
Ｂ―Ａ

Ｃ
 × 

Ｃ

Ｄ
 × 

10
10―Ｅ

 

 ただし、
Ｂ―Ａ

Ｃ
 ＞ 1 であれば 1 とする。 

 Ａ＝2 次相続の被相続人が 1 次相続で納めた相続税額 

 Ｂ＝2 次相続の被相続人が 1 次相続で取得した財産価額（債務控除後） 

 Ｃ＝2 次相続で相続人・受遺者全員が取得した財産価額（債務控除後） 

 Ｄ＝2 次相続で相次相続控除を受けようとする相続人が取得した財産価額 

   （債務控除後） 

 Ｅ＝1 次相続開始時から 2 次相続開始時までの年数（1 年未満切捨） 

 10＝10 年 

 

 

② 設例 

 今回の相続では、債務控除後の全相続財産は 2 億円で、このうち前回の相

続時に取得した財産 1 億 2,000 万円が含まれている。被相続人が前回の相続

時に支払った相続税額は 1,000 万円、相次相続控除を受けようとする相続人

の取得した財産価額は 4,000 万円とする。前回の相続発生以来 3 年 4 月が経

過している。 

（計算） 

 Ａ＝1,000 万円 Ｂ＝12,000 万円 Ｃ＝20,000 万円 

 Ｄ＝20,000 万円 Ｅ＝3 年（残存 7 年分 1,000 万円×0.7＝700 万円） 

 相次相続控除額 ＝Ａ × 
Ｂ―Ａ

Ｃ
 × 

Ｃ

Ｄ
 × 

10
10―Ｅ

 

 ＝ 1,000 万円 × 
000,1000,12

000,20
―

 × 
000,20
000,20

 × 
年

年年―

10
310

 

 
Ｂ―Ａ

Ｃ
 ＞ 1 となり 1 とする 

 ＝ 1,000 万円 × 1 × 
000,20
000,20

 × 
年

年

10
7

 

 ＝ 700 万円
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１０． 財産の評価 
 

(1) 地上権及び永小作権 

(2) 定期金に関する権利 

(3) 郵便年金契約等の権利 

(4) 立木 

 

１１． 土地・家屋の評価 
 

(1) 土地の評価上の区分 

(2) 土地の上に存する権利の評価上の区分 

(3) 宅地の評価 

(4) 家屋の評価 

 

 

１２． 有価証券の評価 
 

 

 

１３． その他の財産の評価 
 

 

 

１４． 評価計算の特例 
 

 

 

１５． 申告書 
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(贈与税) 
 

１． 納税義務者 
 

(1) 贈与により財産を取得した個人 
① 無制限納税義務者 
② 制限納税義務者 

(2) 個人とみなされる人格のない社団等 
(3) 個人とみなされる信託の受託法人 

 

２． 納税義務者 
 

３． 贈与によって取得されたものとみなされるもの 
 

(1) 信託の受益権 
(2) 生命保険金、損害保険金 
(3) 定期金に関する権利 
(4) 定額譲渡 
(5) 債務免除等 
 

４． 非課税財産 
 

(1) 法人からの贈与(一時所得) 
(2) 生活費、教育費(扶養義務者相互間) 
(3) 共益事業用財産 
 

５． 控 除 
 

６． 税 率 
 

７． 相続時精算課税 
 

(1) 一般の場合 
 

(2) 住宅取得等資金の場合 
 

８． 申告書の提出 
 

(1) 贈与を受けた年の翌年 2 月 1 日から 3 月 15 日の間 
(2) 更正の請求(その事由の生じた日の翌日から 4 ヶ月以内) 
 

９． 延納 
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Ⅱ．株式の取引と各場合の評価 
 

 

(非上場株式) 
 

１． 株主及び支配の状況 
 

株主 支配の状況 
個人 1 支 配 2 非支配 
法人 3 支 配 4 非支配 

 

 

２． 個人間売買の取引価額〔1  2〕 
 

個人間売買については、税法上の明文規定はない。但し、高額譲渡、低

額譲渡については、相続税法第 7 条の時価規定を考慮する必要がある。 
 

№ 売主 買主 適正とする売買価額  備 考 

(1) ●支配 ●支配 ●原則的評価額 
高額の場合－売主に贈与税 
低額の場合－買主に贈与税 
実務上注意すべきところです。 

(2) ●支配 ○非支配 ○配当還元価額  

(3) ○非支配 ●支配 

○配当還元価額 
 

●原則的評価額 

(売主) 配当還元価額でも課税

なし 
(買主) 配当還元価額では原則

的評価額と配当還元価

額との差が贈与となる

(受贈益) 
(4) ○非支配 ○非支配 ○配当還元価額  
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(1) 支配個人から支配個人への譲渡(オーナー社長から長男)〔1→1〕 

 
① 取引価額 

「収入すべき金額」という以外に、取引価額を規定する税務上の

明文規定はない。贈与税の高額譲渡、低額譲渡とならない価額で

あることが必要である。 
② 譲与税課税を考慮した評価 

この場合には評価差額の法人税等は考慮しない(法基通 9-1-14 による)  
 

(2) 支配個人から非支配個人への譲渡(オーナー社長から従業員) 〔1→2〕 

 
① 取引価額 

特例的評価以上の価額であれば問題はない。 
 

(3) 非支配個人から支配個人への譲渡(従業員からオーナー社長) 〔2→1〕 

 
① 取引価額(従業員) 

特例的評価以上の価額 
② 取引価額(オーナー社長) 

原則的評価、相続税法第 7 条の時価 
 

(4) 非支配個人から非支配個人への譲渡(従業員から従業員) 〔2→1〕 

 
① 取引価額 

特例的評価 
 
 

(法基通 9-1-14 のチェック) 
 
(一) 小会社評価か 
(二) 土地、上場有証は評価通達の時価か (評価通達ではない) 
(三) 法人税等相当額の控除はしていないか 

 
(一)' “中心的な同族株主”に該当しない時 
(二)' 子会社の土地含み益は考慮したか 
(三)' 3 年内取得のチェックは充分か(相続、贈与の時のみ) 
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３． 法人間売買の取引価額 
 

法人間の非上場株式の売買価額は、法人税法上は通常の取引価額(時価)

となっている。その時価を実務では、法基通 9-1-13 と 9-1-14 により算

定した金額を法人税法上の時価としている。 
9-1-13 は抽象的であり、具体的な 9-1-14(国税庁の見解)を採用すること

が多い。 
しかし、支配株主と非支配株主との取引は寄附金の問題が生じる場合が

ある。（生ぜざるを得ないとも言える） 
 
 
(5) 支配法人から支配法人への譲渡〔3→3〕 

 
① 取引価額 

法基通 9-1-14 の原則的評価額を基本となる。 
② 高額、低額譲渡となった時は、時価との差額が一方の受贈益、他

方の寄附金となる。 
 

(6) 支配法人から非支配法人への譲渡〔3→4〕 

 
① 取引価額(第 3 者間の場合) 

売主と買主が「純然たる第 3 者」であれば税務は介入しない。 
② 取引価額(第 3 者間でない場合) 

支配株主は(5)と同じになる(法基通 9-1-14 の原則的評価) 
非支配株主は(法基通 9-1-14 の特例的評価) 
従って、支配株主側に低額譲渡(寄附金)の問題が生ずるおそれがあ

る。 
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(7) 非支配法人から支配法人への譲渡〔4→3〕 

 
① 取引価額(純然たる第 3 者間の場合) 

問題は生じない。 
② 取引価額(第 3 者間でない場合) 

前記(6)②と同じ 
 
(8) 非支配法人から非支配法人への譲渡〔4→4〕 

 
① 法基通 9-1-14 の特例的評価額 

売主と買主の基準が同じとなり問題は生じないと思われる。 
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４． 個人と法人間の取引価額 
 

個人と法人間の取引は、個人と法人の性格の違いにより問題が生じやす

い。従って売買の事情を明らかにして取引価額の妥当性を明らかにする

必要がある。 
 
(9) 支配個人から支配法人への譲渡〔1→3〕 

(オーナー社長からオーナーの会社へ) 

 
① 取引価額 

法基通 9-1-14 の原則的評価額 
同族株主の判定 

② 時価の 1/2 未満の譲渡は支配個人へみなし所得税の課税が行われ

る(所法 59、令 189、所基通 59-3)。 
③ ②の場合は支配法人に受贈益が生じる。 

 
(10) 支配個人から非支配法人への譲渡〔1→4〕 

(オーナー社長から取引先法人へ) 

 
① 取引価額 

個人は法基通 9-1-14 の原則的評価額 
② 取引価額 

法人は法基通 9-1-14 の特例的評価額 
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(11) 非支配個人から支配法人への譲渡〔2→3〕 

(従業員から社長の支配会社へ) 

 
① 売主は法基通 9-1-14 の特例的評価額 
② 買主は法基通 9-1-14 の原則的評価額 
③ 従って買主(法人)に受贈益課税が生じる 

 
(12) 非支配個人から非支配法人への譲渡〔2→4〕 

 
① 取引価額 

売主、買主とも法基通 9-1-14 の特例的評価額となる。 
 

(13) 支配法人から支配個人への譲渡〔3→1〕 

 
① 取引価額 

売主、買主とも法基通 9-1-14 の原則的評価額となる。 
 

(14) 支配法人から非支配個人への譲渡〔3→2〕 

 
① 支配法人は法基通 9-1-14 の原則的評価額となる。 
② 非支配法人は法基通 9-1-14 の特例的評価額となるが、役員、従業

員の場合は給与所得等となる。 
 

(15) 非支配法人から支配個人への譲渡〔4→1〕 

 
① 非支配法人は法基通 9-1-14 の特例的評価額となる。 
② 支配個人は法基通 9-1-14 の原則的評価額となる。 
③ 買主である支配個人に一時所得の問題が生ずる。 

 
(16) 非支配法人から非支配個人への譲渡〔4→2〕 

 
① 取引価額 

両者特例的評価となる。 
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５． 非上場株式の金庫株の売買時価 
 
1. 個人株主から発行法人への譲渡〔1,2→3,4〕 

 
① 取引価額 

当該自己株式等の時価は所基通 59-6 により算定する。 
(措置通 37 の 10-27 の規定による) 

② 所基通 59-6 は法基通 9-1-14 と同趣旨である。 
③ みなし配当課税及び譲渡損益の取扱い 

 
 自己株取得のみなし配当 

 
 
                          譲渡損失 
            みなし配当          480 
             270 
 
 
 
 
 

譲渡額 450＝みなし配当（収入）270＋資本金等（回収）180 
みなし配当 270＝譲渡額 450－資本金等 180 （益金不算入） 
 
従って、譲渡による回収額は、みなし配当 270 を除いた 180 となる 
譲渡損失△480＝譲渡回収 180－取得価額 660（損金算入は廃止  会計処理は同じ 13 頁） 

税務上損金不算入 
 
（完全支配は、投資回収が 90％所有より不利か？ 13 頁参照） 
（100％未満の有利性は税務上気をつける） 

 
④ 相続株式の 3 年以内譲渡は、みなし配当課税とせず全額譲渡所得

課税とする特例(措法 9 条の 7①) 
 

交付金銭 
等の額 
 

450 資本金等

の額 
180 

取得価額 
660 

100％未満は譲渡損失

の実現可能 
(税の制限なしにすべ

て投資回収できる) 
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2. 法人株主から発行法人への譲渡〔3,4→3,4〕 

 
① 取引価額 

法人株主から法人株主への譲渡と同じ 
② 買主については、自己株式の取得は資本取引に該当するため、原

則的に法人税課税は発生しない。 
③ 高額又は低額譲渡については課税も考えられる。 
④ 売主のみなし配当課税等の前頁参照 
 
 

3. 自己株の低額買取と残存株主の贈与税 

 
極端な場合には、(相基通 9-2)により課税のおそれがある。 
 
① 前提条件 

○イ  資本金 1,000 万円 (発行株数 2 株 1 株当 500 万円) 
○ロ  株 価 2 億円 (1 株当 1 億円) 
○ハ  株 主 2 人 (父 1 株 長男 1 株) 

② 自己株式の低額買取 
会社が父より 1 株を 500 万円で買取 

③ 買取後の株価(単純計算にしています) 
○イ  会社の資産の減少 500 万円 、資本の減少 500 万円 
○ロ  長男の株価 2 億円－500 万円＝19,500 万円 

④ 株価の増加した金額(贈与) 
19,500 万円－1 億円＝9,500 万円 
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法人・個人間の低額譲渡 
 
 

  譲渡した側  譲受けた側 
     
(1) 法人から法人へ  時価譲渡 

 
 時価譲受 

  (貸方) 譲渡益 
(借方) 交際費、広告費、

厚生費、寄附金等 

(貸方) 受贈益 
(借方) 資産等 

    
(2) 法人から個人へ  時価譲渡 

 
 時価譲受 

  (貸方) 譲渡益 
(借方) 役員賞与、交際

費、寄附金等 

 (貸方) 給与所得、退職所

得、一時所得等 

     
(3) 個人から法人へ  時価の 1／2 以上 OK 

 
 時価譲受 

  1／2 未満は時価譲渡 
(みなし譲渡)となる 

 受贈益が認定される 

     
(4) 個人から個人へ  時価の 1／2 以上 OK  時価譲受 

 
  1／2 未満は譲渡損は認

められない 
但し(みなし譲渡)の規

定はない。→贈与 

 時価と対価の差額相当

額が贈与税の対象とな

る 

     
 
 
 
 



21 

 

Ⅲ．実務での留意点  
 

 

1. 無対価合併について 
 

父 子  父 子 

 80％  20％   60％  40％ 

     

Ａ 社 
 

Ｂ 社 
吸収合併 

純資産プラス  債務超過 
 

(1) 子にみなし贈与の問題が生じ得る 

(2) 非適格合併となる 

(3) (2)により繰越欠損金の引継ぎができない 
 

 グループ法人税でいう完全支配関係とは、一の者（その者が個人である場合

には、その者及びこれと特殊の関係のある個人）が法人の発行済株式の全部を

直接もしくは間接に保有する関係とされているが、適格合併においては、個人

の場合は一の者が個人一人に限定されている。 

 

(4) 本件については、Ａ社の株主を父に集約したうえで、Ａ社とＢ社の無対

価合併を行うことにより繰越欠損金の引継ができる。（Ｎの場合） 

(5) 又は、Ｂ社株式のすべてを、Ａ社が買取った後に合併を行えば適格合併

ができると考えられる。 

(6) 債務超過会社との合併により、Ａ社株式の評価額が引下がることが考え

られる。（Ｔの場合要検討） 

(7) (4)～(5)については、合併に至った事情・背景等租税負担の減少以外の

合併の理由等も説明できるようにする必要がある。 
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２． 相続財産の限定承認 
 

(1) 概要図 
 被相続人  相続（単純）  （限定承認） 

 百万円   

購入価額 200      

      

現在時価 200     

      

相続評価 150  ① 150-180  ② 150-150 

    債務 180   

      

準確定申告     ②被相続人 

     200-200＝0 

      

相続人取得価額     200 

      

 
 

 相続税 0 

取得価額引継 

 相続税 0 

取得価額引継 

 

 

(2) 譲渡所得税の申告等 

① 限定承認をすると譲渡所得の基になる財産は、相続開始時には被相続人

から相続人へ時価で譲渡したものとみなされて、被相続人の譲渡所得税

の申告が必要になる。尚、住民税の申告は必要ない。 
 

売却代金(時価) ― 取得費 ― 特別控除等 ＝ 譲渡所得 
 

② 相続税の課税関係 
 

相続財産の評価 ― 債務、譲渡所得税控除 ＝ 課税価格 
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(3) 限定承認とは、単純承認と相続放棄の中間的なものである。 
 

① 取得した相続財産の範囲内で被相続人に債務遺贈を弁済することを条件

に相続を承認すること 

② 債務超過が不明の場合、限定承認しておいて、結果的に債務超過でなけ

れば、（事業が再建可能であれば）残余財産を引継ぐことができる 

③ 相続開始を知ったときから 3 ヶ月以内に財産目録と限定承認申述書を作

成し、相続人全員で家裁に提出する。 

④ 公告等を行ない清算手続を行う 
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株式評価の二つの場合 
 
 

H26.1.10 
 
前提：A～D 社 資本金 1 億円 
大会社 類似業種による評価額： A 社 3 億円、B 社 2 億円 
 C 社 1 億円、D 社 0（債務超過） 
 
 

(甲)持株会社の場合       (乙)個人所有の場合 
  個人  3 億円       個人  6 億円 
                 
  A 社  3            
                
                

B 社  C 社  D 社        A 社  B 社  C 社  D 社 
2  1  0        3  2  1  0 

 
 
個人所有の場合、A～D 社の評価額の合計 6 億円となる。 
 
持分会社の場合、個人が所有する株式の評価総額は A 社のみの 3 億円となり､

持株会社の方が有利。 
 
A 社が B～D 社を保有しても、A 社の配当、所得、別表五(一)利益積立金は変

わらない為、A 社株式の類似業種による評価額は 3 億円のままとなる。 
 
ただし、A 社が株式保有特定会社に該当する場合（株式保有割合が 50%以上）

を除く。 
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３． 学資金、教育資金等について 
 

(1) 贈与税の教育資金の一括贈与 

 H25.4.1～27.12.31 の 3 年間 

(1) 贈与をする者  父母、祖父母など直系尊属 

(2) 贈与を受ける者 30 歳未満の直系卑属 

(3) 贈与の方法   教育資金管理契約 

 金融機関、証券会社等への教育資金の一括拠出（信託、有価証券） 

 （子、孫ごとに 1,500 万円を非課税とする） 

 30 歳までに使い残しがあれば、贈与税を課税 

 

 領収書等の提出 

銀行の場合  

 書面による 

金銭の贈与契約 
 

教育資金の払出 

贈与者(祖父母等) 
直系尊属 

受贈者(子・孫) 
30 歳未満に限る 

直系卑属 

 

銀行 

 金銭の贈与 教育資金管理契約に基づき 

金銭を預金等して、預入 1,500 万円まで非課税 

 
 

(2) 所得税法の学資金等の非課税 

学資に充てるための給付される金品及び扶養義務者相互間の間で扶養

義務を履行する為に給付される金品（所法 9①十五） 

（同居の祖父から孫へも可能か） 

 

 

(3) 生計を一にするとは、 
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配当還元価額による自己株の取得 
 

 

① 純然たる第三者との取引 

① 純然たる第三者との取引 

② 退職従業員の持株を従業員持株会から買取り、一時的に預かる場合 

③ 買取請求による裁判所決定価格による場合 

④ 少数株主であり、長期間所有、かつ金額少額の場合 
 

 

② 株式の評価は、売手と買手と必ず一致しなければならないか？ 
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Ⅳ．事業の承継 
 

 

1. 人材、精神の承継(時間軸と範囲) 
(1) 事業承継の原点 

経営課題 
(2) 事業等の型 

事業、財産、同族、伝統、社会 
(3) 課題は、人材、合意、税金 
 

 

2. 財産の承継(生前) 
(1) 財産移転 

贈与、譲渡、遺言 
(2) 財産評価 

リスト、評価 
(3) 組織再編 

譲渡、分割、移転株式 
(4) 納税資金 

退職金、保険 
 

 

3. 財産の承継(相続) 
(1) 遺産分割 
(2) 遺産評価 
(3) 納税 
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4. 事業承継の手順 
 

 
(1) 現状分析 

 
 

(2) 基本方針 
 
 

(3) 事業の将来性 
 
 

(4) 後継者 
 
 

(5) 問題点の把握 
 
 

(6) 対策の立案、スケジュール 
項 目 現 在 中 期 長 期 

 
事業計画 

売上高(億円) 10 11 11 
経常利益(億円) 1 1 1 
純資産(億円) 10 10.6 11.2 
その他  自社ビルの取得 役員保険加入 

会社法務 相続人に対する譲渡請求の導入   
 

現経営者 
年齢(歳) 60 61 62 
役職 社長   
持株(％) 100 99 99 

譲渡・暦年贈与 
関係者の理解 家族会議  社内に計画発表 
株式・財産の分割  公正証書遺言の作成  
その他  保険加入注 1  

 
後継者 

年齢(歳) 30 31 32 
役職 他社 従業員 取締役 
持株(％) 0 1 1 

譲渡・暦年贈与 
教育 社内  本社工場  

社外 同業他社で修業  2 世塾参加 
備考 注 1 後継者以外の子供たちを受取人とする保険に加入 

注 2 後継者の意思や能力を見極めた後、自社株の相続税評価 
 が低い時期を見計らって贈与。贈与税の納税猶予制度を活用 

 
(7) 実 行 
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5. 事業承継リスク 
 

 
(1) 事業継続リスク 

 
後継者の明確化 
承継計画 
承継対策 
 
 
 

(2) 争い、トラブル 
 
遺言 
生前贈与 
財産組替 
 
 
 

(3) 納税リスク 
 
自社株評価 
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経営権と議決権割合 
 

 

(1) 経営権 議決権の過半数 
議決権の 3 分の 2 以上 

  
(2) 名義株の整理  
  
(3) 議決権割合  
 
決議種類 条文 定足数 決議要件 主な決議事項 
普通決議 会法 309① 議決権の

過半数 
出席株主の議決権

の過半数 
・役員の選任 
・取締役の解任 
・計算書類の承認 

特別決議 同② 同上 出席株主の議決権

の 2／3 
・定款変更 
・監査役の解任 
・組織再編 

特殊決議 同③  議決権を行使でき

る株主の半数であ

って、当該株主の

議決権の 2／3 

・全部の株式に譲渡

制限をつける定款

変更 

特別特殊

決議 
同④  総株主の半数、か

つ総株主の議決権

の 3／4 

・属人的株式のため

の定款変更 

 
 
(4) 新株予約権の付与  
  
(5) 従業員持株の付与  
  
(6) 中小企業投資育成の活用  
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7. 相続人等への売渡手続 
 

譲渡制限株式について、相続や合併により会社に好ましくない株主の参入

を防ぐための制度である。(会法 174～176) 
 
 
① 相続などにより株式を取得した者に対して、その株式を会社へ売渡すよ

う請求することができる。 
② 相続発生後も定款変更により、採用可能である。 
③ 特定の相続人等のみに売渡請求することができ、この請求に対して相続

人等は拒否することができない。 
 
 

・相続人等に対する株式売渡請求制度を採用するための定款変更例 

（相続人等に対する売渡請求） 
第×条  当会社は、相続、合併その他の一般承継により当会社

の株式を取得した者に対し、当該株式を当会社に売渡し

することを請求することができる。 
 

・活用上の留意点／①売渡請求は一般承継を知った日から 1 年以内 

相続人等に対する売渡請求は、相続その他の一般承継があったことを

知った日から 1 年以内に、株主総会の特別決議を経て行わなければなり

ません(会法 175、176)。 
一般承継を知った日から 1 年を過ぎると売渡請求ができないことに留

意する必要があります。 
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【相続人等への株式売渡請求の対策例(資産管理会社を活用による)】 
 
 
 
 
 

 

・ 定款変更により相続人等への売渡

請求を定めれば、他株主の相続人に

対して売渡請求が可能 
・ ただし経営者に相続が発生した場

合、経営者の相続人は株主総会決議

(株式売渡請求決議)に参加不可→議

決権 75％(＝30％÷(1－60％)を有

する他株主の特別決議により X 社

をのっとられてしまうおそれあり 

・ 経営者の保有する X 社株式を資産

管理会社 Y 社に移動しておく 
→経営者に相続が発生しても X 社

株主に変動はないので、株式売渡請

求により他株主に X 社をのっとら

れるおそれはなくなる 
・ 他株主に相続が発生した場合は、他

株主の相続人に対して売渡請求が

可能 
 
 
   ①  資産管理会社を設立し、資産管理会社に先

代経営者の株式を移動しておく    
    

   ②  先代経営者所有の株式の譲渡制限を生前に

はずしておく    
    

   ③  少数株主保有の株式を取得条項付株式にし

ておく 少数株主による会

社乗っ取りの可能

性を排除する施策 

  
  

  ④  少数株主保有の株式を無議決権株式にして

おく    
    

   
⑤ 先代経営者の相続人に黄金株を付与しておく    

    

   
⑥ 生前贈与で株式を移動しておく    

 

 

経営者 
 

後継者 他株主 
(個人) 

60％ 10％ 10％ 

 

X 社 

 

経営者 
 

後継者 他株主 
(個人) 

 

X 社 

Y 社 

100％ 

10％ 30％ 

60％ 
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8. 議決権制限株式 
 

（甲種類株式） 
第×条  甲種類株式を有する株主（以下「甲種類株主」という。）

は、株主総会にて議決権を有しない。 
 

 議決権制限なし A 旧商法 B 会社法 C 
発行済み株

式の構成 
普通：1,000 株 普通：500 株 

無議決権：500 株 
普通：1 株 
無議決権：999 株 
       (※) 

株 価 百万円 普通：百万円 
無議決権：百万円  

普通：百万円 
無議決権：百万円 

会社株価 1,000 百万円 普通：500 百万円 
無議決権：500 百万円 

普通：百万円 
無議決権：999 百万円 

ポイント 1,000 百万円なけ

れば経営権の承継

ができない 

総株主の半数、かつ総

株主の議決権の 3／4 
百万円で経営権の承

継を行うことがで

きる 
※ただし、株式譲渡制限のない会社（公開会社）では、議決権制限株式の

総数は発行済株式総数の 2 分の 1 まで。 
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9. 配当優先株式 
 
 

（剰余金の配当） 
第×条  当会社は、普通株式を有する株主（以下「普通株主」

という。）または普通株式の登録株式質権者（以下「普

通登録株式質権者」という。）に対して剰余金の配当（配

当財産が金銭の場合に限る。）を行うときは、当該配当

に係る基準日の最終の株主名簿に記載または記録され

た甲種類株式を有する株主（以下、「甲種株主」という。）

または甲種類株式の登録質権者（以下、「甲種類登録株

式質権者」という。）に対し、当該配当に先立ち、甲種

類株式１株につき、当該配当において普通株式１株に対

し交付する金銭の額に、125％を乗じた額（小数点以下

は切り捨てる。）の剰余金の配当（以下、「甲種優先配当」

という。）を行う。 
 

２  当会社は、毎事業年度末日の最終の株主名簿に記載ま

たは記録された普通株式または普通登録株式質権者に

対して剰余金の配当（配当財産が金銭の場合に限る。）

を行わないときは、当該株主名簿に記載または記された

甲種類株主または甲種類登録株式質権者に対しても剰

余金の配当は行わない。 
 

３  甲種優先配当の全部または一部が行われなかったと

きは、当会社は、その不足額を累積し、毎事業年度末日

の最終の株主名簿に記載または記録された甲種類株主

または甲種類登録質権者に対し、甲種優先配当に先立

ち、累積した不足額の剰余金の配当（以下、「甲種累積

未払い配当」という。）を行う。 
 

４  当会社、甲種類株主または甲種類株式質権者に対し、

甲種優先配当及び甲種累積未払配当以外の金銭を配当

財産とする剰余金の配当を行わない。 
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10. 取得条項付株式 
 
 
 
11. 全部取得条項付株式 
 
 
 
12. 拒否権付株式（黄金株） 
 
 
 
13. 役員選解任付株式 
 
 
 
14. 属人的株式 
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15. 自社株譲渡の課税 
 

 

(1) 自社株の譲渡の類型 
① 個人から個人へ 経営者から後継者へ 
② 個人から法人へ 経営者から発行会社へ 
③ 法人から法人へ 法人株主から発行会社へ 

 
【個人株主が持株を発行会社に譲渡した場合】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①みなし配当（300） 
②売却損（△100） 

＜前提＞ 
取得価額：300 
売却価額：500 
資本金等：200 
配当控除を加味した総合課税の限

界税率は 43.6％とし、売却損にか

かる税効果はないものとする 
 

＜第三者に売却した場合＞ 
所得税等＝(500-300)×20％＝40 
 

＜発行会社に売却した場合＞ 
所得税等＝300×43.6％＝130 

 
 
【法人株主が持株を発行会社に譲渡した場合】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①みなし配当（300） 
②売却損（△100） 

＜前提＞ 
取得価額：300 
売却価額：500 
資本金等：200 
法人税率は 40％とし、売却株式は

関係法人株式等に該当しないもの

とする 
 

＜第三者に売却した場合＞ 
所得税等＝(500-300)×40％＝80 
 

＜発行会社に売却した場合＞ 
所得税等＝(300×50％-100)×40％＝20 

 
 

 

 

売
却
価
額 

利
益
積
立
金 

資
本
等 

取
得
価
額 

② 
① 

 

売
却
価
額 

利
益
積
立
金 

資
本
等 

取
得
価
額 

② 
① 
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【低額譲渡のときの課税関係】 
譲渡の形態 譲渡者 取得者 
個人→個人 ― 贈与税 
個人→法人  時価の 2 分の 1 未満の場合、

みなし譲渡(取得者が同族会社

であれば、2 分の 1 以上でもみ

なし譲渡とされる可能性あり) 

 受贈益 

法人→個人  寄附金、役員給与  一時所得、給与所得 
法人→法人  寄附金  受贈益 
 
【非上場株式の税法上の時価】 

譲渡者 取得者 適正な価額 
譲渡者 取得者 

個人 個人 相続税法上の時価 相続税法上の時価 
個人 法人 所得税法上の時価 法人税法上の時価 
法人 個人 法人税法上の時価 所得税法上の時価 
法人 法人 法人税法上の時価 法人税法上の時価 
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Ⅴ．相続・贈与の法律等 
 

 

１． 相続の開始 
 
 
 

２． 相続人 
 
 
 

３． 相続回復請求 
 
 
 

４． 相続欠格 
 
 
 

５． 相続人の排除 
 
 
 

６． 相続人の法定順序 
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10. 代襲相続 
 

 

 

11. 指定相続分 
 

 

 

12. 法定相続分 
(1) 子(1/2)と配偶者(1/2) 
(2) 配偶者(2/3)と直系尊属(1/3) 
(3) 配偶者(3/4)と兄弟姉妹(1/4) 

 

13. 寄与分 
 

 

 

14. 遺産の分割 
共同相続人の協議 

 

 

15. 相続の承認・放棄 
 

 

 

16. 相続財産法人 
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17. 相続財産の分与と国庫帰属 
 

 

 

18. 包括遺贈・特定遺贈 
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19. 遺留分・遺留分の減殺請求 
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20. 相続の一般常識 
 

 

H26.05.31 
 

相 続  人が死んだとき、その死者の財産を妻、子などの近親者

が受け継ぐこと 
   
   
相続財産  被相続人が死亡の時に持っていた財産、遺産 
   
   
法定相続分  配偶者と子が相続人である場合の相続分は、配偶者 2 分

の 1、子 2 分の 1 
   
   
遺産分割協議  共同相続人全員の話合いによる遺産の分割 
   
   
孫への学資   
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相続税申告チェックリスト 
 

被相続人の氏名  

 同 住所  

相続人代表の氏名  

 同 住所  

 同 電話  

 同 FAX  

 同 携帯  

相続発生日 平成  年  月  日 

準確定申告期限 平成  年  月  日 

遺産分割確定日 平成  年  月  日 

相続税申告期限 平成  年  月  日 

申告書提出日 平成  年  月  日 

提出先税務署  

紹介者  

報酬契約  

不動産登記  

今後の確定申告  

前回相続発生日 平成  年  月  日 

 

 

見直し日  チェックリスト 頁  サイン  備 考 
       
H25.08.12  1～10     
H25.10.17  4,5,6,9  E,K   
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チェックリストの検討結果 

 
 

  
  

被相続人  
  

作 成 者   .  . 
  

検 討 者   .  . 
 
 
№  問題点・疑問点・内容  検 討  訂 正 

       
１．       
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相続税の申告チェック表 

 
 
被相続人         作 成  ． ． ．  
相続開始年月日  ．  ．   チェック  ． ． ．  
 

NO. チェック項目 妥 当 要検討 該当なし 

1 親族等関係図、相続財産一覧表は作成（入手）済

みか。 
   

1-1 遺言の有無を確認したか。    

1-2 原戸籍謄本    

1-3 住民票の除票    

1-4 法定相続人で未成年者、障害者の有無(未成年者障

害者控除あり) 
   

1-5 法定相続人の人数 
養子の有無、欠格者、被廃除者についての確認 

   

1-6 相続放棄をする人がいるか    

1-7 被相続人と同居の家族(参考)    

1-8 相続人全員の戸籍謄本、戸籍抄本、住民票、印鑑証明     

1-9 特別代理人候補者の戸籍謄本 
法定相続人の内に未成年者がいる場合 

   

1-10 特別代理人候補者の住民票抄本、印鑑証明 
法定相続人の内に未成年者がいる場合 

   

1-11 申立人・子の戸籍謄本 
法定相続人の内に未成年者がいる場合 

   

1-12 身体障害者手帳の写し等 
法定相続人の内に障害者がいる場合 

   

1-13 相続税の納税猶予に関する適格者証明書 
法定相続人の内に農業相続人がいる場合 

   

1-14 準農地該当証明他 
法定相続人の内に農業相続人がいる場合 

   

1-15 担保提供財産の明細書 
法定相続人の内に農業相続人がいる場合 

   

1-16 遺産分割協議書 
未成年者がいる場合、その特別代理人が分割協議に参加しているか  

   

1-17 遺産分割協議書 
押印されている印章は印鑑証明を受けている印章か。印鑑証明は添付されているか。  

   

1-18 代償分割 
代償金の支払状況等の確認 
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NO. チェック項目 妥 当 要検討 該当なし 

2 準確定申告は必要ないか。 
   

2-1 経歴書・趣味・確定申告等の控え 
過去 3 年以上 

   

2-2 被相続人の経歴から資産形成と計上は妥当か 
   

2-3 被相続人の病歴から意思能力はいつまでか 
   

2-4 死亡前 10 年間に相続ある場合、 
相続税申告書の確認 

   

3 住所と本籍地が異なる場合、本籍地に所有不動産

の申告漏れはないか。 
   

3-1 土地の登記簿謄本チェック 
   

3-2 土地の地形図・実測図・航空写真等確認 
土地・建物の概要図チェック 

   

3-3 借地権割合等チェック 
正面路線価の借地権割合を適用しているか 

   

3-4 借地・借家がある場合の賃貸借契約書 
｢土地の無償返還に関する届出書｣があればこれも必要  

   

3-5 借地の場合の賃貸借契約書 
｢借地権の地位に変更がない旨の申出書｣は提出されていないか  

   

3-6 借地の場合の賃貸借契約書 
｢借地権の使用貸借に関する確認書｣は提出されていないか  

   

3-7 個別事情のある土地等は、現場の写真等 
がけ地、著しい傾斜地、道路より高い(低い)位置にある土地等  

   

3-8 路線価評価地域に存する土地について、利用状況

を現地調査にて確認したか 
   

3-9 セットバック、都市計画道路、不整形地等などの

評価減について、その適否を確認したか 
   

3-10 鑑定評価などの特殊な評価をしたか 
   

3-11 広大地評価の適否を確認したか 
   

4 名寄帳により全ての土地、家屋の謄本、公図、評

価証明書を入手したか。 
   

5 先代名義のままになっている不動産の申告漏れは

ないか。 
   

6 借入金がある場合、死亡前 3 年以内の不動産購入

資金ではないか。借入金の使途 
   





55 

 

 
 

NO. チェック項目 妥 当 要検討 該当なし 

7 建物がある場合、建物の面積に比べて敷地面積が

小さ過ぎないか。 
   

7-1 建物等の登記簿謄本チェック 
   

7-2 建築確認書または契約書 
未登記の場合のみ 

   

7-3 購入時(新築時)の売買契約書    

7-4 所得税申告時の減価償却の計算書    

7-5 所有建物等 
所在地、面積、構造、用途等記入のもの(市町村の｢土地・家屋名寄帳｣が便利)  

   

7-6 所有建物等 
建築中の家屋はないか 

   

7-7 所有建物等 
広告等、橋、プール等の構築物はないか 

   

7-8 所有建物等 
庭園があれば、どの程度のものか 

   

7-9 所有建物等 
借家権として権利金等の名称で取引、所有したものはないか  

   

7-10 賃貸マンション等がある場合、自用分の部屋はないか     

8 建物がある場合、敷地はすべて申告されているか。

特に借地権等の申告漏れはないか。 
   

9 現況宅地であるにもかかわらず、公簿地目で申告

されていないか。 
   

10 相次相続の場合、第 1 次相続によって取得した不

動産等の申告漏れはないか。 
   

11 倍率は適当か。（特に、同一地域で倍率が複数ある

場合には、注意を要す。） 
   

12 計算の基礎となる固定資産税評価額は、添付され

た証明書等の金額と一致するか。 
   

13 路線価評価物件の評価は適正か。    

13-1 地区区分は正しいか。    

13-2 奥行価格補正、不整形地補正、間口狭小補正等の

漏れはないか。 
   

13-3 側方路線影響加算等の漏れはないか。 
   

14 小規模宅地等の特例計算は適正か。 
（H22 年改正に注意。） 
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NO. チェック項目 妥 当 要検討 該当なし 

15 一区画の土地の中に自用部分と貸家建付地部分等

按分の妥当性 
   

16 建築中の建物等がある場合、敷地は宅地で申告さ

れているか。 
   

17 市街地農地（市街地周辺農地）及び市街地山林等

の評価は適正か。 
   

18 過去の譲渡代金の妥当性。    

19 負担付贈与又は対価を伴う取引により取得した土

地等及び家屋等は取引価額によっているか。 
   

20 取引相場のない株式の評価は適正か。    

20-1 評価会社の区分は正しいか。    

20-2 類似業種の業種区分、年月等は適正か。    

20-3 純資産価額は相続税評価額で計算されているか。    

20-4 過去の株式の移動は適正か    

20-5 株価計算で保険未収を計上しているか    

20-6 株価計算で未払退職金を計上しているか    

20-7 2 期 2 要素マイナスの場合類似は出来ない    

20-8 無記名債権の計上をしているか    

20-9 公社債 ①一覧表    

20-10 公社債 ②証券会社の発行する残高内訳    

20-11 公社債 ③評価方法は妥当か    

20-12 貸付信託・投資信託・受益証券はその一覧表    

20-13 
株式等に関する権利(未払配当に注意) 
新株引受権、株式引き受けによる権利、新株無償

交付期待権、配当期待権はないか 

   

20-14 
取引相場のある株式(所有名義に注意) 
上場株式等一覧表…銘柄、持株数(単位未満株に注意)  
証券会社「保護預かり残高表」 
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NO. チェック項目 妥 当 要検討 該当なし 

21 定期預金等の経過利子の計算は適正か。 
   

21-1 定期性預金のもれがないか。 
   

21-2 個人事業者の場合は、現金出納帳 
   

21-3 過去 3 年間程度の通帳一式 
   

21-4 預金(貯金)残高証明書 
   

21-5 相続前後の戻された預金等費消された現金 
   

21-6 直前引出し現金を財産に加算しているか 
   

21-7 郵便局の貯蓄を計上しているか 
   

21-8 名義預金の検討をしたか 
   

21-9 収入のない配偶者に預金はないか 
   

21-10 現金・預金の管理者は誰か 
   

21-11 
被相続人、相続人、被相続人の同居親族の過去 5
年分の通帳を確認したか 
相続人の預貯金について確認したか 

   

22 賃貸マンション等がある場合、保証金の預り分は、

申告面に反映されているか。 
   

23 
生命保険金の受取人が指定されているにもかかわ

らず、遺産分割協議で指定人以外の人が取得して

いないか。（贈与税の課税対象） 

   

23-1 保険証券、死亡受取保険金の支払明細書等、保険

証書の写し、保険料受領書 
   

23-2 弔慰金・退職金支払調書 
   

23-3 退職金が同族会社から支払われる可能性は 
   

23-4 退職年金の有無 
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NO. チェック項目 妥 当 要検討 該当なし 

24 相続前 3 年内の相続人への贈与があるか確認した

か。 
   

24-2 生前贈与加算 生命保険の権利評価 
保険料を被相続人が支払っている場合は、権利評価が必要  

   

24-3 贈与不成立の判定 
法的に贈与が成立していない場合は相続財産として加算して申告する  

   

25 添付書類の内容、配列は妥当か。 
   

26 
未収となっている財産がないか。（年金、給与、地

代、家賃、配当等） 
   

26-1 過去に不動産の売却(10 年以上前も)退職金入金等

で入った資金がないか    

26-2 子や孫が自宅購入をしていないか、その資金は誰

が出したか    

26-3 売掛金、受取手形、その他一覧表    

26-4 家庭用財産、書画、骨董、貴金属の一覧表    

26-5 車輌査定書、車検証    

26-6 立竹林 
樹種や樹齢等の確認、現地確認    

26-7 貸付金の契約書    

26-8 訴訟中の権利    

26-9 営業権(超優良個人企業の場合のみ)    

26-10 電話回線    
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NO. チェック項目 妥 当 要検討 該当なし 

27 
未払となっている債務がないか。（準確定申告の税

金等） 
   

27-1 病院等への未払明細書(請求書)    

27-2 買掛金、支払手形等一覧表    

27-3 借入金の残高証明    

27-4 カード利用明細    

27-5 特定公益法人等への寄付    

27-6 葬祭費用領収書(日付に注意) 
通夜・葬儀に要した費用    

27-7 葬祭費用領収書(日付に注意) 
香典返しや法会に要した費用は含まれていないか    

27-8 葬祭費用領収書(日付に注意) 
墓碑等の購入費は含まれていないか    

27-9 葬祭費用の負担者(請求書等の宛名)の確認    

28 相続直前の不動産の売買契約の確認。 
   

29 同族会社との貸借関係は考慮しているか。 
   

30 ゴルフ、レジャー会員権のもれはないか。 
ゴルフ会員権等の評価は実勢と比較して妥当か。 

   

31 二次相続の必要があるか 
   

32 代償相続の場合の支払資金は妥当か 
   

33 納税（資金）の支払で贈与は生じていないか 
   

34 相続時精算課税の加算はないか 
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  財産評価必要資料   
 

（ 個 人 関 係 ） 

№ 資 料 名 期間等 備 考 

1 土地、建物登記簿謄本 最近のもの  

2  〃  〃 評価証明 今年 1 月 1 日  

3 〃  〃 所在付近の略図  ゼンリン地図 

4 〃  〃 使用状況   

5 借地契約概要、所在地、使用状況   

6    

7 構築物、立木等   

8    

9 会員権  ゴルフ等 

10 非上場株式 会社関係  

11 上場株式（銘柄、株数）   

12 債権（種類、額面金額）   

13 預金（ 〃 、  〃  ）   

14 高価なもの  宝石・書面・骨董品等 

15 財産権  特許権・鉱業権・営業権等 

16 その他（種類、金額）  電話・船舶・車両等 

17 貸付金（名称、金額）   

18 生命保険金、年金、退職金   

19 生保契約、掛金   

20 未収入金  家賃・給与等 

21 借入金   

22 貸家等の預り保証金   

23 未払金   

24 その他  税金等 

25    

26    

27 親族関係図   

28 相続予定表   

29    

30 相続人の明細（戸籍謄本等）   

 10 年内の相続ないか   

 3 年内の相続ないか   

    

以上の財産は他人名義のものも含む。 
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概算正味遺産総額算出表 
 

（単位：千円） 

遺産の種類 時価 遺産の概算評価 相続税評価額 

土

 

地

 

地

 

主

 

自用宅地  時価×(40～60%)程度  

貸宅地  時価×(40～60%)×(30～60%)程度  

貸家建付地  時価×(40～60%)×80%程度  

借
主

 

借地権  時価×(40～60%)×(40～70%)程度  

貸家建付借地権  時価×(40～60%)×(40～70%)×70%程度  

農地・山林  時価×(20～40%)程度  

家
屋

 

自用家屋  固定資産税評価額  

賃貸家屋  固定資産税評価額×70%  

事業用財産  帳簿価額  

株
式
等

 

上場株式  時価  

非上場株式  個別評価（概算計算の目安なし）  

公社債・信託  額面金額程度  

預金・貯金  残高＋利息  

家庭用財産  時価×(30～60%)程度  

生命保険金  保険金－5,000 千円×法定相続人数   

退職金  退職金－5,000 千円×法定相続人数   

ゴルフ会員権  時価×70%  

その他財産  時価×(30～60%)程度  

財産合計額    

債務合計額 △ 全ての債務の金額 △ 

葬式費用 △ 葬式費用の金額 △ 

正味遺産総額    
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指数・対数 
 

 
 

会計と経営のブラッシュアップ 

平成 26 年 6 月 2 日 
山内公認会計士事務所 

 
 

次の図書を参考にさせていただきました。 
（ゼロからわかる指数・対数 2007.12 深川和久著 ベレ出版刊） 
（図解雑学指数・対数 2013.5 佐藤敏明著 ナツメ社刊） 
 
 

I. 指 数 
 

 

1. 指数とは、いくつかけ算されているかということ 
 

つまり、大きな数、2×2×2×2×2 を 25と書き 2 の 5 乗という累乗の

こと。 

大きな数を表すことに適している。 
 

(1)世の中は、かけ算的（指数的、曲線、複利）に従う傾向にあり、人

はそれを足し算的（直線）に理解しようとする傾向がある。 
 

（例）かけ算、指数 

国や経済の伸び ― 対前年比○％ 

預金やローンの利息 ― 金利の計算 

指数とは ― かけ算のくり返し 
 

従って世の中は指数的に変化する傾向にある（激しい変化の世界） 
 

しかし、人は足し算的にものを見ようとする（静かな変化の世界） 
 

世の中はかけ算的・指数的（変化・変動）であるのに、人は足し算

的（静止的固定的）に勘違いしている。この面において世の中は複

雑である。 
 

そして、この指数の逆が対数(単純化)である。 

対数(大量、複雑)は複雑なものを単純にしようとする。 

そして人の五感はことごとく対数的である。 現在は指数的 

人の記憶や歴史も対数と深く関係している。 過去は対数的 

歴史上の出来事は、1 年を 1 とすると、10 年は 2、100 年は 3、1000

年は 4・・・という並び方になるかもしれない。 
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戦後の歴史 
 

S20 S25 S30 S35 S40 

（1945） （1950） （1955） （1960） （1965） 
     

終戦 

財閥解体 

朝鮮特需 

第 1 回ブーム 

TV 

もはや戦後ではない 

所得倍増計画 

東京タワー 

東京オリンピック 

     

（4.疎開） （9.小学） （13.中学） （18.高卒） （23.社会） 

 

 

2. 指数の法則 
 

 

(1)かけ算がたし算に変わる 

102×103＝10×10×10×10×10＝102+3＝105 

108×104＝1 億×1 万＝1 兆 

＝108+4＝1012 

指数のかけ算は、底が同じならば指数のたし算となる。 
 

 

(2)累乗はかけ算に変わる 

(23)4＝23×23×23×23＝23+3+3+3 

＝23×4 

2 の 3 乗の 4 乗は、2 の 3×4 乗となる。 

つまり、指数の指数は、指数のかけ算になる。 
 

 

(3)かけ算に指数が付くと、 

(2×3)2＝(2×3)× (2×3)＝(2×2)× (3×3) 

＝22×32 
 

即ち、指数法則 

(1)ａｍ×ａｎ＝ａｍ+ｎ 

(2)(ａｍ)ｎ＝ａｍ×ｎ 

(3)(ａ×ｂ)ｎ＝ａｎ×ｂｎ 

 ただし、ａ、ｂは 0 でなく、ｍ、ｎは自然数 
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3. 数 列 
 

 

ある規則にしたがって並んだ数の列。 
 

① 等比数列 

 最初の日に 1 円、2 日目に 2 円、3 日目に 4 円・・・・・ 

 というように、前の日の倍という倍々で増える。 
 

 つまり、前の項に同じ数をかけて得られる数列。 

 ａ、ａｒ、ａｒ×ｒ、ａｒ×ｒ×ｒ・・・・・ 

 ａ、ａｒ、ａｒ2、ａｒ3、・・・・・ａｒｎ-1、・・・・・ 
 

 すなわち、等比数列は、指数が増えていく数の列である。 
 

 さて、30 日目の金額は、ａ30-1＝ａ29＝536,870,912 円 

 5 億 3 千 6 百 8 十 7 万 912 円となる。 

 
 

 

 

 そして、30 日目の累計は、 

 10 億 7 千 3 百 74 万 1 千 823 円である。 

 

等比数列の和 

初項から第ｎ項までの和Ｓｎ 

Ｓｎ＝ ａ(ｒｎ－1) 
＝ ａ(1－ｒｎ) 

ｒ－1 1－ｒ 
 

 

  

初項ａ、公比ｒの等比数列の第ｎ項・・・ａｎ＝ａｒｎ-1 
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② 等差数列と等比数列 
 

単利法 

毎年の利息を元本のみに乗じて計算する。 

元利合計＝元本＋ｎ年の利息（元本×ｎ×ｒ） 

元本ａ、利率ｒ、期間ｎの元利合計は、 

ａ(1+ｎｒ)円 
 

 

複利法は等比数列 

元本ａ、利率ｒ、期間ｎの元利合計は、 

ａ(1+ｒ)ｎ円 
 

 

積立預金も等比数列 

毎月ａ円を預金、利率ｒ、ｎヶ月後の元利合計 

ａ(1+ｒ) ｛(1+ｒ)ｎ-1｝÷ｒ 
 

 

ローンの月々の返済額 

月利率ｒで、ａ円借り、ｎヶ月で完済するための月々返済する金額

ｘ円は、 

ｘ＝ａｒ(1+ｒ)ｎ÷｛(1+ｒ)ｎ-1｝ 
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4. 小さい数を表す指数 
 

① 20は、 

 ａ＝2、ｂ＝3、ｍ＝3、ｎ＝0 とすると 

 指数法則①ａｍ×ａｎ＝ａｍ+ｎ 

 23×20＝23×1＝23+0＝23＝8 

 指数法則②(ａｍ)ｎ＝ａｍ×ｎ 

 (23)0＝80＝23×0＝20・・・1 となる 

 指数法則③(ａ×ｂ)ｎ＝ａｎ×ｂｎ 

 (2×3)0＝60＝20×301×1・・・1 となる 
 

② 0 乗とは、 

 20＝1 となる理由 

    23＝8 

 ×
2
1
＝22＝4 

 ×
2
1
＝21＝2 

 ×
2
1
＝20＝1 

0 でない数ａに対して 

ａ0＝1 

 

③ マイナス乗とは、 

 

 

0 でない数ａ、自然数ｎに対して 

ａ-ｎ＝ 
1 

ａｎ 
 

 

5. 分乗数 
 

a
୫
୬を n乗したらa୫になる数 

ቂa
୫
୬ ቃ

୬
= a୫ 

 
√a୫౤ = a

୫
୬  

  

2-ｎ＝ 
1 

となる理由 
 a୫a୬ = a୬ା୫ 

൬a
ଵ
ଶ൰

ଶ
= a

ଵ
ଶା

ଵ
ଶ = aଵ = a 

√aౣ = a
ଵ
୫ 

 

 

2ｎ  

 22 ＝4  

×
2
1
 21 ＝2  

×
2
1
 20 ＝1  

×
2
1
 2-1 ＝

2
1
  

×
2
1
 2-4 ＝

4
1
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等比数列、30 日目の金額は？ 
 

 

初項が a、公比が r である等比数列、n 日目の数は、

a、ar、arଶ、arଷ …a୬ିଵ… 
a୬ = ar୬ିଵ 

30 日目の金額は、aଷ଴ = aଶଽ = 536,870,912 
数  列 ：ある規則に従って並んだ数の列 
等比数列 ：前の数に同じ数をかけて得られる数列 
 
等比数列の和 
Sଷ଴ = 1 + 2 + 2ଶ + 2ଷ +……………+2ଶଽ ― ① 
2Sଷ଴ = 2 + 2ଶ + 2ଷ + 2ସ +……………+2ଷ଴ ― ② 
②－①＝2ଷ଴ − 1 = 536,870,912 × 2 − 1 = 1,073,741,823 
 
初項 a、公比 r の等比数列の n 時点の和 S 
上記②－①＝② −① = (r − 1)S୬ = −a + ar୬ 

r ≠ 1のとき、S୬ =
a(r୬ − 1)
r − 1

=
a(1 − r୬)
1 − r

 
r = 1のとき、S୬ = a + a +………a + a = na 
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毎月一定額を複利で積立てて、元利合計はいくらになるか？ 
 
 
毎月 1 万円づつ積立てて、月利 0.5％の複利で、12 カ月後には、 
a＝10,000 円 
r＝0.5％(0.005) 
n＝12 ヶ月 
 
a(1 + r){(1 + r)୬ − 1}

(1 + r) − 1
=
a(1 + r){(1 + r)୬ − 1}

r
 

=
10,000 × 1.005 × (1.005ଵଶ − 1)

0.005
= 123,972円 

 
最初 a  
1 ヶ月後 a × 1.005 × (1.005ଵ − 1) ÷ 0.005 (10,050) 
2 ヶ月後 a × 1.005 × (1.005ଶ − 1) ÷ 0.005 (20,150) 
      

12 ヶ月後 a × 1.005 × (1.005ଵଶ − 1) ÷ 0.005 (123,972) 
 

積立預金：a(1 + r){(1 + r)୬ − 1} ÷ r円 
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ローン返済計画 
 
 
自動車を買うために、銀行から 100 万円を借り、月利 2％の複利で 30

ヶ月で完済する。毎月の元利返済はいくらか。 
a＝100 万円 
r＝2％(0.02) 
n＝30 ヶ月 
 
(1) 月利率 r で a 円借り、n ヶ月で返済すると、a(1 + r)୬円となる。 
(2) 月々の元利の返済は、 

はじめ 0 円 
1 ヶ月後 x 円 
2 ヶ月後 x + (x + xr) = x + x(1 + r)円 
3 ヶ月後 x + x(1 + r) + x(1 + r)ଶ円 
   
n ヶ月後 x + x(1 + r) + x(1 + r)ଶ……+x(1 + r)୬ିଵ円 

=
x{(1 + r)୬ − 1}
(1 + r) − 1

=
x{(1 + r)୬ − 1}

r
円 

(3) (1)と(2)が等しい x は 

(2)
x{(1 + r)୬ − 1}

r
= (1)a(1 + r)୬ 

よって、ar(1 + r)୬ ÷ {(1 + r)୬ − 1} 
 

x =
1,000,000 × 0.02 × (1 + 0.02)ଷ଴

(1 + 0.02)ଷ଴ − 1
=
20,000 × 1.8114

0.8114
 

=44,649 円 
月々の返済は 44,649 円となる。 

 
ローン返済：利率 r で a 円を借り、n 回で返済するために月々返

済する額は、 
ar(1 + r)୬ ÷ {(1 + r)୬ − 1}円 
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6. 指数関数 y = a୶ 
 

(1) a＞0 ならば、 
aଵ.ହ = a

భ
మ………a の 3 乗の 2 乗根 

aଶ.ଷ………a の 23 乗の 10 乗根 
 

(2) 指数関数は、x が大きくなると、あっという間にグラフ用紙からは

み出すか、値がゼロになってしまう。このように x の範囲によって

y が急激に変化するのが指数関数の特徴で、それゆえに対数という

考え方が生まれたということができる。 
 

(3) 指数関数y = a୶には特別な地位を持つ 2 つの数がある。1 つは 10、

もう 1 つは定数 e（ネイピア数） 
あらゆるy = a୶は、a = e୫と置いてy = e୫୶とする。 
 

(4) ネイピア数 e 
d
dx
(a୶) = ka୶ 

 

k a によって決まる定数 
つまり、指数関数の微分（増加率）は常に関数の値に比例する。 

a  k 
1  0 
2  0.6931… 

2.5  0.9162… 
2.718281828  1 

3  1.0986… 
 

a の 2.5 と 3 との間に k＝1 となる a が想像される。これを計算す

ると a＝2.71828…となり、これをネイピア数と名付けられた。 
自然対数の底 e と呼ばれる。 
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7. 対数の定義 
 

対数は、一言でいえば指定関数の逆関数である。 
 
y = logୟ x… 意味は ay=x となる y をさがせということである 

 
常用対数 10 を底とする対数 
 log 1 → 10଴ 0 

log 10 → 10ଵ 1 
log 100 → 10ଶ 2 
常用対数とは、ある数 x は 10 の何乗か？を求めている

ものである。 
  
自然対数 e を底とする対数 
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Ⅱ．対 数 
 

 

１．対数とは、かけ算をたし算にする計算 
 

 ある数 M に対して M＝2Xとなる実数 X を求める。 

今までは、X が与えられていて 2Xを計算したが、今後は M から M＝2Xとなる

X を求める。 

 この X を log2M を求める。 

 この X＝log2M と書き、2 を底といい、log2M を 2 を底とする M の対数という。 
 

(1) 2ｘ＝2 → ｘ＝1 

 2ｘ＝8 → ｘ＝3 

 3＝log28 と表す 

 

 それでは 2ｘ＝6 → Ｘ＝？ということを、 

 ｘ＝log26 と表す 

 

 ａｃ＝ｂ   ｃ＝logab 

 ①c はかけ算 

  a×a×a×・・・ 

 ②logab はたし算 

  c の数、ベキ乗（指数）の数を算出する 
 

 

(2) 対数、真数、底の位置関係 

対数  真数 

↓    ↓ 

c  logab 

    ↑ 

  底 
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(3) 指数法則 am×an＝am+nは、 

 数のかけ算が指数のたし算になっている。 
 

 このことを使って、かけ算をたし算に直して計算することを考える。 
 

たとえば 19,683×243 は、19,683＝39、243＝35、314＝4,782,969 である

から、14＝log34,782,969 と書く。 

c=log3b 

において、b=4,782,969 が分かっているとして c を求める。 

即ち 3c=4,782,969 の c を求める。 
 

即ち対数とは、指数が解らない時に指数を導く計算である。 
 

対数は 1594 年ごろスコットランドのネイピアが考えた。 

log もネイピアが考えた記号で logarithan（比例する数）という意味で

ある。当時は、ドイツのケプラーやイタリアのガリレオなどの天文学の

研究が盛んになった時代で、非常に大きな数の計算を効率よく、短時間

で計算する必要があり、フランスの天文学者ラプラスが「対数が天文学

者の生命を 2 倍にした」と賛美した。 
 

logaM 

M は a の何乗か 
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２． 対数の公式 

 
かけ算的な性質をたし算的に変える。 

指数はかけ算（べき乗）的であるが、 

100、101、102、103、104、105、・・・・・ 

対数の部分は 1、2、3、4、5・・・・・と足し算的に増えている。 

 

指数は、「0、1、2、3、4、5・・・・・」という簡単な数に 

「100、101、102、103、104、105・・・・・」という大きな数を対応させる。 

対数は、「100、101、102、103、104、105・・・・・」という大きな数に、 

「0、1、2、3、4、5・・・・・」という簡単な数を対応させる。 

 

100、101、102、103、104、105、106・・・・・ 

かけ算 

 と 

たし算 

0 、 1 、 2 、 3 、 4 、 5 、 6・・・・・ 

 

① logaMN=logaM+logaN 

 (am×an=am+n) 

 かけ算をたし算で済ませるありがたい公式 

 

② loga N
M

＝logaM-logaN 

 (am÷an=am-n) 

 わり算をひき算で済ませるありがたい公式 

 

③ logaM
n=nlogaM 

 (am)n=am×n 

 n 乗を n 倍で済ませるありがたい公式 
 

 

logaM=p、logaN=g とおくと、M＝ap、N＝agであり、 

MN＝ap×ag＝ap＋g 

これを対数に直すと 

logaMN=p＋g＝logaM＋logaN 

この式は、かけ算 MN がたし算 logaM＋logaN に変わることを示している。 

  

○×  
○＋  
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３． 10 を底とする常用対数 

 
 ブリックスがネイピアの賛同を得て発明した底が 10 の対数を常用対数とい

う。 

 

 261 の常用対数は、 

 261＝2.61×102となるから 

 log10261＝log10（2.61×102）＝2＋log102.61 

 （log1010
2＝2log1010=2×1＝2） 

 そこで log102.61 の値が解れば、log261 が決まる。 

  2 ＋log102.61＝2＋0.4166＝2.4166 

 指標  仮数 

 また 261≒102.4166 
 

 ある数 N は、N＝a×10ｎ（1≦a＜10、n は整数） 

 と書けるから、その常用対数は 

 log10N＝log10(a＋10ｎ)＝n＋log10a＝n＋a 

 （a は log10a、0≦a＜1） 

 この時 n を指標、a を仮数という。 
 

 261×973 をたし算で計算 

 261→2.61×102 log102.61＋2＝ 0.4166＋2 

 973→9.73×102 log109.73＋2＝ 0.9881＋2 

     計 0.4047＋5 

 

 X＝100.4047＝2.54(a)log10x＝0.047 

 105(b) 

 (a)×(b)＝2.54×105＝254,000 
 

 10c=4,782,969 

c=log4,782,969 10c=500 

 =log4.782969×106 c=log500＝log5×102 

 =log4.782969+6 log5＋2=2.69897 

 =6.67970 10ｃ＝102.69897＝500 

 

  基本公式（1） logaMN＝logaM＋logaN  
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 8,720÷57 を常用対数で行う 
8,720 → 8.72×10ଷ → logଵ଴ 8.72 logଵ଴ 10ଷ → 0.9405＋3 

÷) 57 → 5.7×10 → log 5.7 + log 10 → －) 0.7559＋1 
      0.1846＋2 

  1.53  						logଵ଴ 0.1846   
153  ○×      

  10ଶ  log 10ଶ   
 

基本公式(2) logୟ
M
N
= logୟM− logୟN 

 
 
√12.4య

 累乗根をかけ算に変換 
√12.4య

＝(1.24 × 10)
భ
య → ଵ

ଷ
× (log 1.24 + logଵ଴ 10) 

 →
ଵ
ଷ
(0.0934 + 1)→0.36446 

 →10଴.ଷ଺ସସ଺→2.31 
 

基本公式(3) logୟM୩ = klogୟM 
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４． 底の変換公式 

 

logୟ b =
logୡ b
logୡ a

൫a＞0, b＞0, c＞0, a ≠ 1, c ≠ 1൯ 

即ち logୟ b =
logୡ b
logୣ a

=
logୢ b
logୢ a

= ⋯ 

 

何故なら、 logୟ b = xとおくと、b = a୶である。 

この両辺を、c を底にした対数で表わすと、 
logୡ b = logୡ a୶であるから、 logୡ b = x logୡ aとなる。 
そこで、両辺をlogୡ aでわると 
logୡ b
logୡ a

= xとなり、 logୟ b =
logୡ b
logୡ a

が成り立つ 

 
この式を使えば、どんな対数でも常用対数に直して、その値が求められる。 

logଶ 3 =
log 10ଷ

log 10ଶ
=
0.4771
0.3010

= 1.5850… 
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５． 古代を測る（対数で年代を測る） 

 
ある生物の化石の炭素 14 の量を調べたら、3 分の 1 に減っていた。この生

物は何年前に生きていたか。 
 
はじめの炭素 14 の量：A（半減期は 5,730 年） 
1 年につき 10 倍の割合で減少する。 
1 年後は A×p、x 年後の炭素 14 の量＝Ap୶となる。 
半減期が 5,730 年だから、A × pହ଻ଷ଴ = A × ଵ

ଶ
となり、 

pହ଻ଷ଴ = ୅
୅
× ଵ

ଶ
= ଵ

ଶ
、よってp = ቀଵ

ଶ
ቁ

భ
ఱళయబ 

 

すなわちቀଵ
ଶ
ቁ

భ
ఱళయబ = ଵ

ଷ
で、常用対数で表わすと、 

x
5,730

logଵ଴
1
2
= logଵ଴

1
3
→

x
5,370

logଵ଴ 2 = logଵ଴ 3 

(logଵ଴
1
2
= logଵ଴ 2ିଵ = − logଵ଴ 2両辺に― −１をかける) 

x = 5,730 ×
logଵ଴ 3
logଵ଴ 2

= 5,730 ×
0.4771
0.3010

= 9,082年となる。 

 
炭素 14 ― 放射性炭素 (炭素 14 は生きもの) 
   

   
   

電子を放出して炭素 14 に変わる 
炭素 14 → 窒素 14 

 

   

   
   

炭素 14 の数が半分になるまでの

期間(半減期)は 5,730 年 
 

 
炭素 14    生物が死ぬと炭素

14 の崩壊が始まる    
   

(生まれる) 
 

100％ 

 炭素 14 
(半減する) 

50％ 

 
  
  

     
 5,730 年かかる    

 半減期    
 




